
日本コンテンポラリーダンスの最前衛を突き進む大橋可也＆ダンサーズが、2020 年の東京オリン
ピックへ向けて変貌していく江東区を舞台に、リサーチに基づくパフォーマンスを制作する長期
プロジェクト「ザ・ワールド」。モチーフは、移り住んだ土地の記憶を吸い上げる吸血鬼。そのク
リエーションの現場を体験するワークショップを開催します。
インタビューしたテキストを基にダンスの振付をつくりあげていく過程は、ダンス、舞台芸術の
みならず、すべての表現に関心を持つ人にとって貴重な体験となるでしょう。ワークショップの
参加者は 2015 年 3月におこなわれる「ザ・ワールド シーズン 2」公演に出演することも可能です。
多くのかたの参加をお待ちしています。

[ 参加資格 ]
15 歳以上。ダンス・演劇の経験は問いません。

[ 申し込み・問い合わせ ]
大橋可也 &ダンサーズ
Mail: dancers@dancehardcore.com
Tell: 03-6905-9264 Fax: 03-6905-9265
http://dancehardcore.com/

「ザ・ワールド シーズン 2」公演予定
2015/3/20（金）-22（日）清澄白河から東陽町までのルートを中心とした巡回型公演

2015/3/25（水）-26（木）江東区文化センターホールでの劇場公演
主催：一般社団法人大橋可也 &ダンサーズ

共催：公益財団法人江東区文化コミュニティ財団 江東区文化センター
助成：芸術文化振興基金、アーツカウンシル東京（公益財団法人東京都歴史文化財団）

協力：公益財団法人セゾン文化財団

大橋可也 &ダンサーズ（おおはしかくやあんどだんさーず）
1999 年結成。ハードコアダンスを提唱し、暗黒舞踏の方法論
を基に現代社会における身体の在りかたを追究しているダン
スカンパニー。2008 年に発表した『帝国、エアリアル』では
関連するフリーペーパーを制作、配布するなど、ダンスの枠
組みにとどまらない活動をおこなっている。2013 年、初の写
真集「Books, Phantoms」を発表、日本 SF 界を代表する作家、
飛浩隆による長編小説『グラン・ヴァカンス』をダンス作品化、
発表した。2014 年、利賀演劇人コンクール奨励賞受賞。

リサーチからダンスへ  移住する吸血鬼  からだがつむぐ  ある土地の物語

ワークショップ

[ 日程 ]
2014/11/8（土）9（日）15（土）16（日）
18:30-21:30（全 4回）
※受付開始は 18:00
※単発の受講も可能です。

[ 会場 ]
江東区文化センター サブ・レクホール
東京都江東区東陽 4-11-3
東京メトロ東西線東陽町駅 1番出口徒歩 5分

[ 参加費 ]
1 回のみ：2,000 円  全 4 回通し：4,000 円

[ 申し込み方法 ]
下記のメールアドレスまたは Fax 番号に
1. お名前 2. ふりがな 3. 当日連絡のつく電話
番号 4. 参加日 をご連絡ください。
携帯のアドレスをご利用の場合は dancehardcore.comから
のメールを受信できるよう、設定してください。


